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令和 7 年度 西条校区タウンミーティング 発言要旨 

 

【日 時】 令和 7 年 11 月 28 日（金）19：30～20：30 

【場 所】 西条公民館 １階 大ホール 

【参加者】 地域：29 人 

        市 ：市長、副市長、危機管理監、西条公民館長（司会） 

【テーマ】 （１）西条校区の避難所整備  

       （２）陣屋跡周辺の環境整備 

（３）フリートーク 

 

R7.11.28 当日の発言内容 

（１）西条校区の避難所整備 

①避難施設のエアコン導入 

■参加者 

・熊本地震や佐賀関大規模火災等の災害が発生しており、我々も南海トラフ（地震）のことが気になって 

いる。地震だけでなく、水害の心配もある。 

・災害時に市の施設が指定避難所になると思うが、老朽化に関して心配している。 

・避難場所に指定されている各学校体育館の熱中症対策について確認したい。四国中央市はエアコン 

導入率が 100％、新居浜市と今治市では来年度導入予定と聞いている。避難時に２次災害につなが 

る恐れがあるのではないかという話が出ている。一方で、エアコンは電気が止まったら使用できない 

のではという声もある。 

・断熱、耐熱、防寒対策を合わせてお願いしたい。 

 

●市長 

・現状では、体育館におけるエアコンの導入予定はない。四国中央市に続き今治市と新居浜市が導入予 

定と聞き及んでいる。エアコンの導入コストが高いことも事実で、助成もあるが 1 施設につき約１億円 

かかる。また、設置した場合、年間の維持費は 100 万円以上かかるようだ。 

・エアコンの有効性を認識しているが、災害時、停電になった場合、約１週間は使用できないと言われて 

いる。電気やガス、他にも水冷（地下水をくみ上げて利用する空調システムのしくみ）というものもあ 

り、調査は必要だと認識しているが、すぐの対応は難しい。 

・来年度、各学校の体育館にスポットクーラーを２台ずつの導入を考えている。エアコンの導入率は全国 

的には 10％未満で県内でも同様である。 

・今は需要が増えていることから価格が上がっていると思うので、もう少し経って、価格が下がることを 

期待している。 

 

②地震被害の安全対策（照明 LED 化、壁面や窓ガラスの落下対策） 

■参加者 

・体育館の照明器具は重そうだが、地震発生時に落下しないだろうか。また、耐震構造の心配もある。 
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●市長 

・照明の LED 化を進めていく。また、西条北中学校の外壁剥落の対応をしっかり行っていく。 

 

③避難施設周辺の浸水対策、④津波想定の場合の津波遡上 

■参加者 

・駅前本通りの十字路は、改善されているものの冠水することがある。西条校区は水路に囲まれている 

ので、洪水等によって増水した場合に北中学校等の避難所に避難できるだろうか。 

・西条小学校体育館は浸水するとどうしようもないといった話を聞く。お堀の周りは水が多いところな 

ので、水門が本当に大丈夫なのか心配だ。 

 

●市長 

・西条市内では、海抜 0ｍ地帯に約 14,000 人が住んでいる。しっかりと浸水対策をする必要があると 

思っている。 

・防波堤が決壊した場合、波というより下からじわじわ浸水してくる。愛媛大学防災情報センター副セン 

ター長によると、ライフジャケットが効果的だというので、まずはライフジャケットを着用いただきたい。

普及方法については今後検討していきたい。 

・津波想定の場合、本陣川からお堀へ津波が遡上する可能性がある。避難場所となる体育館は１階であ 

るため、まずは垂直避難として自宅等上の階に避難していただきたい。体育館は、一時避難ではなく 

水が引いてからの避難となる。教室は冷暖房が完備されているので、教室の方に行くということで 

対応いただく。 

 

⑤避難所防災備蓄倉庫の備品の充実 

■参加者 

・西条校区では、約５年前から各避難所に簡易トイレを少しずつ寄付しているが、避難所の備蓄品は、い 

ざというときにしっかり確保できるのか。市の方である程度備蓄していただいていたら、地域としては 

安心である。 

 

●危機管理監 

・避難所が開設された場合には、地域の皆さんが協力して運営することが大事なので、自治会の皆さん 

にはリーダーシップを発揮していただきたい。 

・過去の災害事例から見ても、避難生活が長引いた際には、様々なニーズに対応する必要が出てくる。 

そのような時に「主体的に運営していく」ことが重要になる。 

・避難所生活を送る上でルールを決めて守ることが必要となる。普段の自治会活動の中で、顔の見える 

関係を作っている連合自治会の皆さんには、そういった場面でリーダー役をお願いしたい。例えば、食 

料や飲み物を運ぶ物資班や清掃担当等の役割を分担することも必要だと考える。 

・市危機管理課では、防災の説明会や避難所運営の講習等も実施しているので、ぜひご活用いただきた 

い。 

 

■参加者 
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・「防災情報さいじょう」アプリの「避難場所」の項目で、以前は避難可能人数が確認できたのに、現在確 

認できない。なぜ削除されたのか。避難の際、避難所の選択で参考になると思う。アプリが簡素化され 

ているのが少し心配だ。 

 

●危機管理監 

・確認させていただく。 

・市では、「地域防災計画」を策定しており、避難場所の一覧にて避難人員を記載している。 

 

■参加者 

・現在工事中の SAIJO BASE の工期が、不測の事態により 11 月から 3 月 13 日まで延長するという 

通知が来ていた。 

・何が起こったのかよくわからない。自分が住んでいる自治会の避難場所に指定されているので、工期 

延長の理由を知りたい。 

 

●副市長 

・ご不便をおかけしている。 

・「こどもの国」から「SAIJO BASE」へ施設を変更した際に、ある程度工事を実施したが、上からのタイ 

ルの剥離等があり危険であったことから、除去をしていた。その最中、建物内部のモルタルが浮いてし 

まっていることが判明した。内側の話であることから現在の工事と合わせて実施することになり、延長 

させていただくことになった。 

・館内は使用可能なので、避難する必要がある場合は通常の入口から中に入ることができる。 

・終了次第、周知できるように対応したい。 

 

（２）陣屋跡周辺の環境整備 

①お堀周辺の花菖蒲の手入れ 

■参加者 

・自治会の協力により、祭り前に陣屋跡の草刈りをしているが行き届いていない。観光客のみならず、

市民も気持ちよく利用できるように環境整備をお願いしたい。 

・お堀周辺に花菖蒲が数か所植えられているが、枯れかけている部分がある。年に数回周辺の草刈りを 

していただいているが、夏場によく生えるので、夏場の草刈りの頻度を上げてほしい。 

・また、以前から栄光幼稚園周辺が草刈りされている様子が見られない。 

 

●市長 

・令和６年度は、３回（7・10・1 月）手入れを実施している。管理全体の委託費は 708,590 円。 

・年によっては草がよく生えるので、十分ではないかもしれないが、その時は市に伝えていただきたい。 

 

②御殿前の道路舗装の補修 

■参加者 

・御殿前通りから大手門までの間の道路を改修してほしい。大手門に向かって左側に大きな水たまりが 
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できている。 

 

●市長 

・大手門に入る 10m 手前辺りに水たまりがあることを把握している。平成 24 年度に国の交付金を活 

用し、通常の舗装より特別な舗装「半たわみ性洗い出し舗装」をしており、通常の黒舗装より約５倍の 

値段がする。予算の関係ですぐに対応することが難しいので、今年度中に道路両端にカッターによる

溝切を行い、雨水が溜まらないように対応する。 

・お堀周辺は観光にもつながると思う。またアクアトピア水系として整備され、景観にも優れている。今 

後、道路下の横断水路の改修を予定しているので、その工事に併せて舗装を検討したい。 

 

③周辺の散策路の舗装化、案内板等の充実 

■参加者 

・散策路に雑草が生えている。また、雨の日はぬかるんで歩くのが難しいので、散策路を舗装いただき 

たい。 

・お堀東側は芝生になっているが、雑草により芝生が弱っており、夏は雑草だらけの状態になっている。 

・案内板がない。夜間照明が古くて数が少ないと思う。 

 

●副市長 

・栄光幼稚園周辺の散策路については、今年度中に砕石を入れて段差解消に対応していきたい。 

・陣屋前と三本松に看板や誘導版を設置しているので、見ていただきたい。現時点では、案内板の設置 

等に関する新規計画はない。 

・照明については、暗い場所や程度を教えていただき、設置の可否について担当部署に確認したい。 

 

●市長 

・9 月ごろ担当課に伝えて整備しているが、定期的に対応できるようにしていく。 

 

■参加者 

・北側と東側散策路の細いところは現状のままか。 

・何年も稼働されていない北側の噴水をできれば稼働していただきたい。名水・名木 50 選にも選ばれ 

ているので、整備していただきたい。 

 

●副市長 

・今日は回答を持ち合わせていないが、細い散策路や芝生については、具体的な場所を教えてほしい。 

・「水の都」のイメージもあり、噴水が出ていたら景観的によいのかもしれないが、予算を伴うものであ 

るため、稼働しつづけるかどうかという話もあるのかもしれない。経緯を確認した上で検討させてい 

ただきたい。 

 

④お堀周辺の柳、本陣川の松の手入れ 

■参加者 
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・昔は、お堀東側（市役所側）、大手門南側にも柳が植えられていたと思うが、現在なくなっているので、 

植樹していただきたい。 

・欄干橋あたりは松が剪定されているが、奥の方が茂っているので剪定をお願いしたい。 

・三本松辺りも同様に剪定をお願いしたい。また、三本松の石碑の上や回廊のところに雑草が生えてい 

る。 

 

●市長 

・南側の柳は、平成２４年頃樹木医による調査で「ナラタケ病」と診断された。その後対策を講じた上で

12 本植樹し手入れを行っていたが、再度枯れてしまい、平成 30 年度以降は手入れを断念した。 

・松の剪定については、大型車が進入できないため、川の反対側からクレーンを使って手入れすること 

も検討したが、難しく対応できていないというのが現状である。 

 

⑤弘法水周辺の整備 

■参加者 

・弘法水周辺に駐車場がない。また、案内板やベンチの更新をお願いしたい。 

 

●市長 

・弘法水の案内板が劣化しているので、今年度中に修繕対応したい。 

・ベンチの更新に、社会福祉協議会の「ふれあいベンチ設置事業」の活用が考えられる。 

・現在、弘法水周辺には駐車場がない。駐車場所をどのように確保すればよいか検討する必要があると 

思っている。 

・建物は、自治会が設置されたのだと思うので、この物件をどうするか、住民の皆さんとの話し合い必 

要だと考えている。 

 

●副市長 

・弘法水の近くが荷上場になっているが、小型船だまりを別の場所に作る予定になっている。その後、 

荷上げ用の駐車場として整備ができるか検討していきたい。整備できれば、流動的に観光客の利用が 

できればいいと思う。 

 

 

(3)フリートーク 

令和 6 年度西条校区タウンミーティング開催概要に対する連合自治会からの再質問 

■参加者 

・西条小学校前交差点において、歩行者の青信号時間は延長できないということだが、これ以上の改善 

は難しいのか。南北方向の道路は、車の交通量も少ない。南北と東西の青信号の時間を是正して、 

歩行者用信号の時間を調整できないだろうか。 

・地域の意見を警察に伝えたら警察は対応してくれるだろうか。 

・自転車は、都合よく歩行者用・車両用の信号を使い分けているので、市報等で注意喚起していただく 

必要がある。 
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・交通量調査の実施結果を教えてほしい。個人的には、自動車の青信号の東西南北で時間を逆にする方

が良いと思っている。 

 

●副市長 

・警察に伝えているが、信号機に関しては、周辺の信号機との関連があることを聞いている。今回いた 

だいた報告を再度持ち帰り、警察と協議させていただきたい。 

 

●危機管理監 

・自転車の通行に関して、2026 年 4 月から「交通反則切符制度（青切符制度）」が導入されるので、広 

報で記事を掲載することを検討している。交差点に関しても合わせて周知していきたい。 

・地域の公民館だよりでの周知についても教育委員会と協議したい。 

 

●市長 

・多くの意見を頂き感謝する。今回のタウンミーティングだけで全て解決するとは思っていない。必要に

応じて市にご連絡いただきたい。 

・市道の補修などに関しては、市の LINE アプリを使って、スマートフォンで撮影した写真が送ることが 

できる。位置情報も特定できるのでぜひ活用してほしい。 

 


